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CTS2025-001号  

令和７年５月 19日  

  総務大臣 村上 誠一郎   殿 

 

 株式会社ケーブルテレビ佐伯 

代表取締役社長 五十川 知典 

 

 

事後評価報告書（中間評価） 

 

無線システム普及支援事業等補助金交付要綱補足事項の規定に基づき、下記のとおり報告し

ます。  

 

記 

 

１．事業概要 

(1) 工事完了日  ：令和５年３月 15日 

(2) サービス開始日：令和４年 10月 19日 

 

２．目標達成状況（累計） 

指 標 
目標 

（目標年度） 

（実績値/目標値） 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

① 公共施設 

及び避難所用 

Wi-Fi 

31箇所 

（令和４年度） 
４/31 

【参考】 

４/31 

【参考】 

31/31 

【参考】 

-/31 

② 小中学校 

及びこども園用 

Wi-Fi 

４箇所 

（令和４年度） 
４/４ 

【参考】 

４/４ 

【参考】 

４/４ 

【参考】 

４/４ 

③ 家庭用家 

Wi-Fi 

 

1,592箇所 

（令和４年度） 
1,300/1,592 

【参考】 

1,443/1,592 

【参考】 

1,463/1,592 

【参考】 

-/1,592 

   

（参考） 

提供可能回線数 

利用回線数 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 3,797回線 1,308回線 1,451回線 1,498回線 -回線 
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３．目標達成に向けて実施した取組 

令和４年度、光化エリアを対象に、工事料無料、利用料３か月無料、他社乗換キャッシュ

バックを特典とした「得とくキャンペーン」を実施し加入促進を図った。 

令和５、６年度も光化エリアを拡大するたびに同様のキャンペーンを行った。 

また、コミュニティーチャンネルにて本取組の告知等で周知を図り、加入の促進を行っ

た。 

 

４．評価  

①公共施設及び避難所 

現在３１施設の公共施設に設置している。 

②小中学校、こども園 

小中学校、こども園の４箇所。目標を達成した。 

③家庭用 Wi-Fi 

対象世帯に向けてサービス提供内容に関する説明を個別訪問やダイレクトメールにて実

施した結果、R7.3 までに 1,463 世帯が加入したものの、高齢者への利用方法の周知が十分

でなかったため加入が伸びず、目標を達成できていない。 

④利用回線数 

令和６年度末時点において、利用回線数は 1,498 回線（39.4％）好調であるものの、未

使用の部分は通信回線の利用方法の周知不足により、高齢者（対象地域の約４割（市役所

HP より））にサービスの必要性を伝え切れていなかった。今後は、キャンペーン等を周知

する等により、更なる利用率の上昇を見込んでいる。 

 

５．課題への対応策（中間評価のみ） 

①公共施設及び避難所 

目標を達成。 

②小中学校、こども園 

目標を達成。 

③家庭用 Wi-Fi 

目標を達成していないが、未加入世帯に対し、引き続き、サービスの内容及び利用方法

等について個別訪問で丁寧に説明するなどして、再評価までには、ほぼ達成できる見込み。 

④利用回線数 

利用率が好調であるものの、未加入の主な要因である高齢者向けの加入世帯数を増加さ

せるため、サービスの内容及び利用方法等を個別訪問やダイレクトメール等を実施するこ

とを予定している。 

 


